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南保育園

保育園の運動会花盛り

9月12日（日）に南保育園で、19日（日）には中里、

貝野、倉俣の各保育園で秋の大運動会が行わ

れました。園児たちは、かけっこやお父さん、お母

さんと一緒の競技など、にぎやかに秋の一日を楽

しんでいました。
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　在宅福祉・施設福祉サービスの充実を望む声が高

まる中、高齢者福祉サービスの拠点として期待され

る特別養護老人ホーム「七川荘」が開所するなど、

平成10年度もさまざまな事業が行われました。21世

紀に向け、さらに明るく住みよい中里村になるよう

努力して行きます。

　一般会計の歳入決算額51億8，294万ア干・

円、歳出決算額51億1，126万6干・円で、差

額が7，168万1千円となります。このうち

平成11年度への繰越事業分379万4千円を

差し引いた6，788万7干円が実質収支とな

り平成11年度へ繰り越されました。

▲「七川荘」の竣工式

平成10年度一般・特別会計決算額 （単位＝千円）

項　　　圏 歳　　澱 歳　　出 差引残額

一　般　会　計 5，182，947 5，111，266 71，681

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 576，670 554，855 21，ε15

倉俣診療所 123，677 119，315 4，362

歯科診療所 48，176 45，416 2，フ60

老人保健 749，121 748，268 853

簡易水道 331，797 314，839 16，958

下　水　道 754，366 722，512 31，854

消防費
125，581干円（2．5％）

336，496干円
（6．6％）

教育費

399，739干円．
（7．8％）

衛生費

商工費97，491干円（1．9％）

　その他
　137，723干円（2．7％）

公綾費
議，o嬬9，503溝総緊籍

㈱．5％｝

繰越金
89，467干円（1．7％）

国庫支出金
148，663干円
（2．9％）

県支出金
229，373干円
（4．4％）

使用料及び手数料
84，339干円（1．6％）

諸収入82，496干円（1．6％）

　　　　その他
　　　　247，975干円（4．8％）

農林水産費
525，葉8了帯円
・（潅0。3％）

土木費
644，169千円
（12．6％）

苑

　●●
■■

総務費
ヌ6ヌ，4確7干円

麟5．o％）

民生費
1，027，960干円
（20．1％）

繰入金
654，364千円
（12．6％）

材税
鎚8，姶5手円
麟3．3％）

島

苑

　　●z

　■■

村債
764，300干円
（14．8％）

嬉方交付税
2，譲93，505干釜灘

麟2．3％）

総務費

銅6，了＄8円

費会議

期2，224闇 輸葵，存4臼

税湯入

擢　～鞭

藪謙
　懸、謬

2，解5闇

村たぱε税

4，49窪圏

軽自動車税固定資産税

2，00網　羅0，鋼鯛

村民税

欝，98照ヨ
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　皆さんから納めていただいた村税は地方交付税

に次ぐ歳入の大きな部分を占めています。

　6億8，846万5干円のうち、固定資産税と村民税

で6億3，212万8干円となっており、村全体の91．8

％となっています。

　村の財産は次のとおりとなっています。なお、この中に

は特別会計分は含まれていません。

軽自動車税
13，190干円（1．9％）

園定資産税
46講，389帯円
（67．G％）

入湯税13，632千円
（2．0％）

市町村税たばこ税一
29，515干円
（4．3％）　　／

村民税
凄70，739千円
（24．8％）

　村では、平成10年に大蔵省、公営企業金融公庫、市町村振興協会、第四

銀行の融資（地方債）を受け、次の事業を行いました。

　
　
　
　

に
伯
す
計
1
8
道
5
4
特
5
4

　
　
で
会
鳳
水

ま
平
り
般

　
　
お
一

　
　
と
◆

　今までに融資を受けた地方

債の平成10年度末残高は次の

　　　6，184，652千円

◆簡易水道特別会計

　　　　542，981千円

◆下水道特別会計

　　　2，542，783干円

村民一人当りの

地方債残高

1，410，807円

土　　　　地　　　　　　　　　　　　　1，158，326㎡

建　　　　物　　　　　　　　　　　　　　44，406㎡

積
　
立
　
基
　
金

財政調整基金　　　　　　　　434，340千円
減　　債　　基　　金　　　　　　　　67，800千円

目
　
的
　
基
　
金

建　　設　　基　　金　　　　　　　198，350千円

ふるさと創生基金　　　　　　155，190千円

地域福祉基金　　　　　　158，100千円
環境整備基金　　　　　　　254，800千円
国営農用地総合開発事業償還基金　　200，000千円

中山間地ふるさと水と土保全基金　　10，000千円

教育施設整備基金　　　　　　　65，000千円

文化スポーツ奨励基金　　　　　　　76，306千円

村民研修基金　　　　　　　　　120，000千円
その他定額運用基金　　　　　　　　　315，000千円

墓　金　毒　誰　　　　　　窯，05鍵，88肝田

一・　　般　　　会　　　計
事　　　　業　　　　名 融資額（千円） 借　　入　　先

急傾斜地崩壊対策事業負担金 4，600 大　　　蔵　　　省

県営ほ場整備事業負担金 3，700 大　　　蔵　　　省

中山間地域活性化総合対策事業負担金 17，800 大　　　蔵　　　省

県営広域農道整備事業負担金 76，700 大　　　蔵　　　省

県営広域基幹林道開設事業負担金 5，900 大　　　蔵　　　省

林　道’西　方　線　舗　装　事　業 5，700 大　　　蔵　　　省

林　道　新　屋　敷　線　開　設　事　業 8，900 大　　　蔵　　　省

現　年　補　助　災　害　復　旧　事　業 1，800 大　　　蔵　　　省

ふるさとづくり道路整備事業負担金 10，200 第　　四　　銀　　行

県道中深見越後田沢停車場線整備負担金 14，800 公営企業金融公庫

林道小沢東山線改良事業 4，000 市町村振興協会
村道小出　田代線改良事業 2，000 市町村振興協会
村道干溝市之越線改良事業 40，000 大　　　蔵　　　省

村道宮中センター前線改良事業 14，000 大　　　蔵　　　省

特別養護老人ホーム建設補助 488，000 大　　　蔵　　　省

倉　俣　診　療　所　建　設　事　業 28，000 大　　　蔵　　　省

里創プラン中里ステージ実施設計 4，900 大　　　蔵　　　省
減　　　　税　　　　補　　　　て　　　　ん 33，300 大　　　蔵　　　省

計 764，300

簡易氷道特別会計
中央地区統合整備事業他　　158，400　大蔵省（年金融資）

下水道特別会計
特定環境保全公共下水道 181，300 大　　　蔵　　　省

特定環境保全公共下水道 68，800 公営企業金融公庫
計 250，100

衛生費1民生費

60，834円1156，439円

農林水産業費

79，925円

商工費

羅4，837円

主木費

98，032円

消防費

19，鋼円

公債費1教奮費

茸59，凋禍5耀，209円

その弛

8，736円7π，852円

平成11年10月10日広報なかさと3



灘

離、

礁

懇
蕪
諜
灘
馨
嚢
、

廼
に
し
み
る

　
　
魅
惑
の
歌
癒

　
9
月
1
7
日
㈹
、
田
沢
小
学
校
体
育

館
で
、
当
重
茜
・
秋
の
ハ
ー
ト
フ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第
3
回
ひ

ま
わ
り
家
庭
教
育
学
級
の
一
環
で
、

公
民
館
と
田
沢
小
学
校
P
T
A
の
共

催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
は
田
沢
小
学
校
の
全
校
児▲子供達も一緒に歌いました

童
、
先
生
、
P
T
A
の
皆
さ
ん
な
ど

3
0
0
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
当
重
さ

ん
の
マ
イ
ク
を
使
わ
な
い
ナ
マ
の
歌

声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
小
さ
い
秋
見
つ
け
た
、
も
の
の
け

姫
、
ふ
る
さ
と
な
ど
1
0
曲
を
歌
い
、

途
中
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
こ
わ
し
ち

ゃ
っ
た
、
ド
レ
ミ
の
歌
を
当
重
さ
ん

と
一
緒
に
歌
う
な
ど
、
予
定
さ
れ
て

い
た
1
時
間
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

　
9
月
2
3
日
困
秋
分
の
日
、
柏
崎
市

市
民
会
館
に
お
い
て
「
わ
た
し
の
主

張
，
99
」
新
潟
県
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
県
大
会
に
は
十
日
町
・
中
魚
沼
地

区
別
審
査
代
表
に
な
っ
た
中
里
中
学

校
3
年
の
徳
井
友
美
さ
ん
が
出
場
し

「
社
会
と
モ
ラ
ル
」
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
「
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
何
と

な
く
考
え
て
い
た
が
、
テ
レ
ビ
の
ニ

ュ
ー
ス
特
集
で
大
学
生
の
モ
ラ
ル
の

欠
如
の
実
態
を
見
て
、
モ
ラ
ル
を
持

っ
て
生
き
て
ゆ
く
大
切
さ
を
確
信
し

た
。
今
、
自
分
達
で
で
き
る
校
内
美

化
、
挨
拶
、
い
じ
め
、
な
ど
の
取
組

み
を
実
践
し
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
、

　
9
月
2
1
日
㈹
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
初
日
、
役
場
前
の
国
道
1

1
7
号
線
歩
道
で
、
フ
ラ
ッ
グ
ウ
エ

ー
ブ
ー
1
7
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
朝
8
時
前
の
通
勤
の

車
が
行
き
交
う
中
、
役
場
職
員
7
人

ほ
ど
が
、
交
通
安
全
の
桃
太
郎
旗
を

持
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

▲桃太郎旗で交通安全をP　R

響

も
っ
と
互
い
の
良
さ
を
求
め
高
め
あ

う
「
い
い
と
こ
ろ
発
見
運
動
」
を
実

践
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
活

動
の
中
で
、
何
が
正
し
い
か
見
抜
く

目
、
実
践
す
る
強
い
心
、
モ
ラ
ル
を

持
っ
て
社
会
へ
踏
み
出
す
若
者
を
目

指
し
た
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
関
東
甲
信
越
大
会

▲県大会を前に村長に激励を受ける徳井さん

へ
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
発
表
が
終
了
す
る
と
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
1
0
月
2
日
㈹
、
田
沢
小
学
校
3
年

生
の
児
童
3
0
人
が
保
護
者
の
方
と
学

校
前
の
国
道
1
1
7
号
線
で
交
通
安

全
の
願
い
を
書
い
た
短
冊
の
つ
い
た

マ
ス
コ
ッ
ト
を
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー

に
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　
短
冊
に
は
「
私
た
ち
に
気
を
つ
け

て
ね
」
「
安
全
運
転
し
て
ね
」
な
ど
と

子
供
達
の
願
い
が
書
い
て
あ
り
、
子

供
達
は
「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま

す
」
と
ド
ラ
イ
バ
ー
に
大
き
な
声
を

掛
け
な
が
ら
、
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ

ト
を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

〉
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
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9
月
2
9
日
㈱
、
中
里
中
学
校
グ
ラ
ー
峯

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
2
回
津
南
町
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪

中
里
村
小
学
校
親
善
陸
上
大
会
が
行
　
6

わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
津
南
町
、
中
里
村
あ

わ
せ
て
1
2
校
の
小
学
校
5
・
6
年
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。
競
技
は
午

前
が
ト
ラ
ッ
ク
種
目
予
選
と
フ
イ
ー

ル
ド
種
目
、
午
後
に
ト
ラ
ッ
ク
種
目

決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
達
は

大
会
記
録
更
新
を
目
指
し
、
よ
り
速

く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
遠
く
へ
と
各

種
競
技
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
多
く
の

保
護
者
の
方
達
も
応
援
に
駆
け
付
け
、

大
き
な
声
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆100メートノレ

2位　廣田真樹（田　沢）　　15秒3

4位高橋和仁（倉俣）　15秒5
6位太島秀典（田沢）　15秒6
◆1500メートノレ

5位　斎喜哲也（倉　俣）5分49秒6
6位　鷹巣　　哲（貝　野）5分52秒2
◆走り幅跳び

3位太島秀典（田　沢）　400cm
4位高橋和仁（倉俣）　385cm
5位服部慎吾（田沢）　384cm
8位廣田直樹（田沢）　363cm
◆走り高跳び

2位上原隼人（田沢）　124cm
3位吉楽拓也（田沢）　115cm
5位鈴木直人（倉俣）　115cm
7位村山祐太（田沢）　110cm
◆80メートノレノ、一』ドノレ

1位　斎喜哲也（倉　俣）　　14秒6
3位　服部慎吾（田　沢）　　14秒6
4位　桐生英樹（貝　野）　　15秒2

5位鈴木裕也（倉俣）　15秒4
6位　上原隼人（田　沢）　　15秒6
8位　鈴木直人（倉　俣）　　16秒2

　　　　　6年女子
◆100メートノレ

2位　桐生恵美子（貝　野）　　15秒5
3位　富井彩加（田　沢）　　15秒8
4位樋口優里（高道山）　16秒2
6位山本優美（清津峡）　16秒7
◆800メート2レ

6位　大口恵美子（倉『俣）3分08秒6
7位　古高慶子（高道山）3分09秒8
◆走り幅跳び

3位根津琴乃（田沢）　338cm
4位山本千里（清津峡）　334cm
7位　根津亜沙美（倉　俣）　　328cm
◆走り高跳び

1位樋口優里（高道山）　119cm
2位大口恵美子（倉俣）　105cm
2位　小巻澤美紀（田　沢）　　105cm
◆80メートノレノ￥一ドノレ

1位　小巻澤美紀（田　沢）　　15秒4

3位樋口絵里（高道山）　17秒4
4位鈴木有香（倉俣）　17秒6
7位山本千里（清津峡）　18秒3

1分00秒8

1分03秒2

1分03秒4

1分08秒2

鑑

・
騨

羅饗　
　
　
　
㎜
“
．
『
く

　
　
　
　
轟
腿

　
　
　
　
驚

より遠くへ

　
藻
▲

嚢

学校別

◆400メートルリレー

・男子

2位　田沢小学校

3位倉俣小学校
・女子

1位　田沢小学校

5位　高道山小学校

　　　　　灘蕪男癌

◆100メートノレ

1位井ノ川健（田沢）　16秒1
2位　藤ノ木涼太（清津峡）　16秒4
◆1500メー・ト」レ

2位中島有基（貝野）5分46秒2
◆走り幅跳び

1位　藤ノ木涼太（清津峡）　338cm

5位田中康平（田沢）　325cm
◆走り高跳び

4位滝沢公則（田沢）　100cm
4位根津俊一（倉俣）　100cm
6位　吉楽隆太（貝　野）　　100cm

7位高橋一誠（田沢）　100cm
◆80メートヲレノ￥一ドノレ

3位広田大理（田沢）　17秒6
5位根津俊一（倉俣）　17秒7

15秒4
16秒7
16秒9

313cm

306cm

280cm

279cm

100cm

95cm

18秒7
18秒8
19秒6

　　　　　5無女華
◆100メートノレ

1位小柳美香（田沢）
6位富井奈央（田沢）
7位福崎一愛（貝野）
◆走り幅跳ぴ

1位小柳美香（田沢）
2位桑原萌美（倉俣）
7位桐生彩花（田沢）
8位村山菜美（田　沢）
◆走り高跳び

5位　井ノ川美里（貝　野）

9位　竹藤沙弥香（田　沢）
◆80メートノレノ￥一ドノレ

4位桑原萌美（倉俣）
5位福崎一愛（貝野）
7位大島奈穂美（倉俣）

　
9
月
2
2
日
㈱
、
中
里
村
民
体
育
館

で
、
第
1
8
回
郡
市
高
齢
者
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
前
日
か
ら
の
雨
で
、
グ
ラ
ン
ド
コ

ン
デ
イ
シ
ョ
ン
不
良
の
た
め
、
室
内

に
会
場
を
移
し
行
わ
れ
た
競
技
に
は

郡
市
内
か
ら
1
6
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
競
技
に
は
、
手
を
上
げ

て
左
右
を
確
認
し
て
横
断

歩
道
を
渡
っ
て
か
ら
第
一

打
を
打
つ
と
い
う
交
通
安

全
規
則
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
選
手
は
き
ち
ん
と
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら

競
技
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
◆
優
勝

　
下
平
（
津
南
町
）

◆
準
優
勝

　
十
日
町
中
央
ク
ラ
ブ
（
十
日
町
市
）

◆
第
3
位

　
中
里
上
山
（
中
里
村
）

　
上
野
（
川
西
町
）

　
中
屋
敷
（
川
西
町
）

》
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
か
ら
第
一
打

平成11年10月10日広報なかさと5



ん
め

　
9
月
1
5
日
（
敬
老
の
日
）
、
中
里
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
第
2
0
回
中

里
村
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
の
対
象
者
（
7
5
歳
以

上
）
は
7
2
0
人
で
、
当
日
は
4
2

0
人
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
式
典
で
山
本
村
長
は
「
皆

さ
ん
の
長
年
の
ご
苦
労
の
積
み
重
ね

で
今
日
の
中
里
村
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
で
さ
ら
に
長
寿
を
保

ち
、
1
0
0
歳
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

長
生
き
を
し
て
幸
せ
な
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
来
年

も
元
気
良
く
こ
の
会
場
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続

い
て
慶
祝
に
入
り
、
8
0
歳
（
男
2
8
人
、

女
32
人
）
、
8
8
歳
（
男
8
人
、
女
1
6
人
）
、

95

歳
（
男
1
人
）
、
1
0
0
歳
（
女
1

人
）
、
1
0
0
歳
以
上
（
女
2
人
）
、

金
婚
夫
婦
（
5
0
組
）
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
夫
婦
（
7
組
）
、
老
人
ク
ラ
ブ
功
労

▲ダイヤモンド婚夫婦へ花束贈呈

購者
（
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ
ー
6
人
、

老
人
ク
ラ
ブ
ー
人
）
に
祝
辞
、

念
品
な
ど
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
婚
夫
婦
、

　▲95歳の服部辰勇さん（桂）　　Ol会ス　贈呈く婚　』沼　　▲子供たちも踊りでお祝い
　　　　　　　　　　　モのテ　りさん夫・記郡
〃解》盟、〃昭M盟、イ盟》聯、卿、溺耀、〃躍、イ吻、〃卿、耀、溺耀、〃吻、，盟》膨、〃解、〃解、轟吻》吻》聯、〃解》㎜〉彫、鰯、鰯、吻〈伽、耀、’剛解〉㎜》㎜、伽、〃盟、〃解、伽、〃解、〃卿、〃卿、〃解、〃解、〃解》％仏耀、〃鰯《〃卿》㎜、伽、㎜、イ鮒、耀、〃卿、〃倣、伽〉㎜、〃卿、卿、〃卿、〃解、〃盟、〃協彫、〃吻、鰯、脇解、〃解、伽、’脇ゲ、〃協《〃解、〃倣、㈱㌧耀M吻、〃解、伽、〃鰯’、〃解、〃解、〃解、〃吻》附、〃解、〃卿》吻、〃解、耀、〃卿、耀、耀〉吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫

婦
の
代
表
者
に
南
保
育
園
の
吉
楽
光
司
く
ん

と
吉
楽
香
菜
子
ち
ゃ
ん
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ

れ
、
代
表
者
は
か
わ
い
い
二
人
か
ら
の
贈
り

物
に
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
二
部
の
祝
宴
に
入
り
、
ス
テ

ー
ジ
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
芸
能
協
会
の

皆
さ
ん
の
踊
り
や
飛
び
入
り
参
加
の
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん
な

季
節
料
理
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
と
い
う
こ
．

と
で
、
今
回
は
「
白
菜

の
香
り
漬
け
」
の
作
り

方
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
白
菜
の
外
側
の
青
い

　
葉
を
2
～
3
枚
取
り
、

　
＜
洗
う
。

②
よ
く
水
を
切
り
、

　
む
よ
う
に
つ
け
る
。

4
等
分
に
切
つ
て
、
よ

葉
と
葉
の
間
に
塩
を
す
り
こ

③
塩
を
つ
け
た
白
菜
を
タ
ル
に
並
べ
、
白
菜
が
ヒ

　
タ
ヒ
タ
す
る
位
ま
で
水
を
入
れ
、
押
し
蓋
を
し
、

　
重
石
を
上
げ
て
2
日
位
漬
け
る
。

④
漬
け
上
が
っ
た
白
菜
を
ザ
ル
に
上
げ
、
漬
け
汁

　
は
と
っ
て
お
＜
。

⑤
干
切
り
に
し
た
人
参
と
柚
子
の
皮
、
塩
こ
ん
ぶ

　
を
よ
く
混
ぜ
、
白
菜
に
2
～
3
枚
お
き
に
は
さ

　
み
、
は
さ
ん
だ
白
菜
を
オ
ケ
に
並
べ
、
と
っ
て

　
お
い
た
漬
け
汁
を
白
菜
が
ヒ
タ
ヒ
タ
に
な
る
位

　
に
入
れ
、
お
酒
（
2
0
0
㏄
）
と
柚
子
の
実
の

　
し
ぼ
り
汁
を
加
え
る
。

⑥
塩
漬
け
の
時
よ
り
軽
い
重
石
を
す
る
。

2
日
位
で
食
べ
頃
に
な
り
ま
す
。

★
η
誉
り
漬
げ
毯
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

　
齊
藤
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
塩
こ
ん
ぶ
を
は
さ
む
の
で
、
塩
漬
け
の
時
、
塩

　
辛
く
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
こ
ぶ
し
会

　
　
齊
藤
ト
ミ
子
さ
ん
（
通
り
山
）

・
薄
塩
で
日
保
ち
し
な
い
の
で
、
早
め
に

　
食
べ
ま
し
よ
う
。

◆
類
蕎
り
灘
磁
蜂
の
秘
糧

p
・
白
菜
（
／
5
0
0
9
位
の
も
の
）
…
4
個

・
人
参
（
／
5
0
9
位
の
も
の
）
…
－
4
本

．
柚
子
（
大
）
－
…
－
…
－
－
…
一
・
・
…
－
－
／
個

・
塩
ふ
き
毘
布
（
／
0
0
9
）
…
…
…
2
袋

・
下
漬
け
用
の
塩
…
：
…
－
…
－
／
4
0
g

・
お
酒
…
：
…
…
：
：
…
・
：
…
…
2
0
0
㏄

◆
罰
誉
の
漬
撤
蓬
の
思
鞍
灘
出

　
母
親
が
色
々
な
野
菜
を
漬
け
て
い
る
の

を
見
て
、
自
分
で
も
工
夫
を
し
て
、
何
か

変
わ
っ
た
漬
物
が
で
き
な
い
か
と
考
え
作

っ
て
み
ま
し
た
。

　
柚
子
の
皮
の
変
わ
り
に
ス
ラ
イ
ス
に
ん

に
く
や
青
ジ
ソ
の
実
を
は
さ
ん
で
も
お
い

し
い
で
す
よ
。

一
A鴇

蓼

▲柚子の香りがおいしさを引き立てます
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ス
テ
キ
発
兇

　
　
　
　
　
各
賞
決
ま
る
／

　
北
海
道
か
ら
福
岡
ま
で
、
全
国
2
2

都
道
府
県
か
ら
3
、
1
1
4
点
の
ご

応
募
を
い
た
だ
い
た
、
写
真
と
言
葉

の
コ
ン
テ
ス
ト
「
越
後
妻
有
ス
テ
キ

発
見
」
の
本
審
査
が
大
岡
信
氏
な
ど

の
審
査
員
に
よ
り
、
9
月
1
3
日
に
東

京
代
官
山
・
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で

行
わ
れ
、
ス
テ
キ
発
見
大
賞
を
は
じ

め
、
各
賞
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◆
ス
テ
キ
発
見
大
賞

　
高
橋
賢
治
（
津
南
町
）

灘萎難

▲ステキ発見大賞　火の用心

◆
芸
術
部
門

　
●
優
秀
賞
　
柳
芳
信
（
松
代
町
）

●
川
西
町
長
賞
　
佐
藤
弘
（
見
附
市
）

●
松
代
町
長
賞
　
齋
藤
正
三
（
加
茂

市
）
●
感
動
賞
　
山
内
景
行
（
十
日

町
市
）
●
審
査
員
賞
〈
安
斎
重
男
賞
〉

外
石
富
男
（
加
茂
市
）
〈
伊
島
薫
賞
〉

諏
訪
宣
子
（
群
馬
県
）

翔
灘

鞭
鱒

　
鵬◆

一
般
部
門

　
●
優
秀
賞

市
）一桜

井
大
士

　
庭
野
豊

野
県
）

西
町
）

　
●
優
秀
賞

小
） 　

　
●
十
日
町
市
長
賞

　
（
十
日
町
市
）

　
　
　
　
（
長
岡
市
）

　
　
　
　
（
十
日
町
市
）

賞
〈
真
野
響
子
賞
〉
久
保
田
真
一

　
　
　
〈
大
岡
信
賞
〉
津
野
文
夫
（
新

潟
市
）
〈
中
塚
大
輔
賞
〉
高
橋
早
苗
（
川

◆
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

　
　
　
　
　
　
桜
井
瑛
美
（
十
日
町

　
　
●
津
南
町
長
賞
　
高
橋
あ
ず
さ

　
　
撰
聾
鱒

露欝藷

　
　
　
　
　
　
　
秀

　
　
、
醗
．
認
醸

　
　
　
樋

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ア
　
ロ

　
　
　
魏
騨
辮

　
　
　
灘
、
・
転
▲

　
　
　
雛
灘

　
　
　
灘
．
雛

斉
木
康
晴
（
十
日
町

　
　
　
　
遠
藤
八
十

　
●
中
里
村
長
賞

　
　
　
●
お
ら
が
賞

　
　
　
　
●
審
査
員

　
　
　
　
　
　
（
長

（
千
手
賞
）
●
松
之
山
町
長
賞
　
殖
栗

か
お
り
（
長
岡
市
）
●
ま
ご
ご
ろ
賞

　
上
村
研
史
（
上
野
小
）
●
審
査
員

賞
〈
北
川
フ
ラ
ム
賞
〉
小
林
和
彦
（
仙

田
小
）
〈
阿
部
真
理
子
賞
〉
佐
藤
実
弥

子
（
水
沢
小
）
●
わ
ん
ぱ
く
賞
　
森

早
里
香
（
神
奈
川
県
）
南
雲
加
奈
子

（
倉
俣
小
学
校
）
丸
山
洋
祐
（
橘
小
）

風
間
亜
沙
美
（
八
箇
小
）
工
藤
悠
（
西

小
）
水
落
麻
美
（
鐙
島
小
）

難
繋雛i

　講灘

灘纒
タイヤ利用

斐　　　難　妻　　　豊
　窪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙

㌧
庇

鱒

　
　
ろ
づ

　
賞
キ

　
秀
テ

‘
、
優
ス

撒
門
も

，
部
て

、
般
つ

　
一
と

　
▲▲ジュニア部門優秀賞　過去50年最高積雪

　棒グラフをながめるおばあさん

◆
ス
テ
キ
賞
（
入
選
）

　
小
林
七
重
（
新
潟
市
）
山
内
正
胤

（
十
日
町
市
）
関
谷
柳
子
（
松
代
町
）

栗
村
成
彦
（
東
京
都
）
高
橋
笑
（
松

代
町
）
古
谷
方
真
（
埼
玉
県
）
金
子

敏
子
（
埼
玉
県
）
岩
田
和
子
（
十
日

町
市
）
樋
口
愛
男
（
千
葉
県
）
勝
田

和
代
（
六
日
町
）
中
林
辰
男
（
十
日

町
市
）
滝
沢
和
平
（
松
之
山
町
）
若

井
武
夫
（
六
日
町
）
川
崎
充
（
川
西

町
）
斉
木
薫
夫
（
十
日
町
市
）
田
村

保
和
（
十
日
町
市
）
鶴
田
君
子
（
千

葉
県
）
藤
井
八
重
子
（
与
板
町
）
後

藤
浩
子
（
新
潟
市
）
佐
藤
茂
子
（
新

潟
市
）
仲
淳
（
小
千
谷
市
）
中
條
誠

（
十
日
町
市
）
須
藤
進
吉
（
川
西
町
）

関
口
一
幸
（
長
岡
市
）
根
津
義
広
（
十

日
町
市
）
茂
野
孝
蔵
（
松
代
町
）
秋

田
律
子
（
松
代
町
）
木
田
秀
美
（
東

京
都
）
遠
田
明
子
（
十
日
町
市
）
宮

澤
健
二
（
十
日
町
市
）
高
橋
明
夫
（
松

之
山
町
）
瀬
切
新
雄
（
中
里
村
）
二

瓶
公
介
（
十
日
町
市
）
高
橋
七
恵
（
埼

玉
県
）
庭
野
真
由
美
（
赤
倉
小
）
庭

野
三
由
紀
（
赤
倉
小
）
庭
野
駿
一
（
赤

倉
小
）
大
口
由
華
（
水
沢
小
）
尾
身

善
恵
（
名
ヶ
山
小
）
根
津
明
日
華
（
津

南
小
）
宮
沢
瞳
（
水
沢
小
）
石
沢
貴

司
（
三
箇
小
）
蔵
品
京
子
（
千
手
小
）

登
坂
綾
乃
（
千
手
小
）
村
越
大
樹
（
橘

小
）
佐
藤
麻
衣
（
川
西
中
）
富
井
文

子
（
中
里
村
）
高
橋
健
吉
郎
（
十
日

町
市
）
小
堺
祐
香
（
松
代
中
）
高
橋

嵩
一
（
松
代
町
）
勝
田
定
夫
（
六
日

町
）
福
井
悟
（
奈
良
県
）
七
五
三
木

三
枝
子
（
群
馬
県
）
小
林
仁
（
新
津

市
）
平
田
一
幸
（
吉
川
町
）
関
口
芳

文
（
十
日
町
市
）
村
山
夏
樹
（
十
日

町
市
）
南
雲
徳
栄
（
十
日
町
市
）
佐

藤
悠
里
（
松
之
山
町
）
坂
東
健
次
郎

（
十
日
町
市
）
石
川
哲
司
（
十
日
町
市
）

佐
藤
君
子
（
松
之
山
町
）
佐
藤
栄
作

（
十
日
町
市
）
植
木
元
（
柏
崎
市
）
堀

川
建
夫
（
新
井
市
）
桜
井
勝
美
（
群

馬
県
）
荒
井
俊
雄
へ
長
野
県
）
中
林

英
一
（
十
日
町
市
）
生
越
久
雄
（
十

日
町
市
）
樋
口
芳
一
（
中
里
村
）
村

山
吉
史
（
十
日
町
市
）
金
子
昭
子
（
十

日
町
市
）
板
場
良
平
（
津
南
町
）

ス
テ
キ
発
羅
表
彰
式
繕

お
で
か
け
く
だ
さ
騨

　
ス
テ
キ
発
見
表
彰
式
を
1
0
月
1
6
日

㈹
午
後
1
時
か
ら
ク
ロ
ス
ー
0
中
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。
各
賞
の
発
表
と

表
彰
、
入
選
作
品
1
0
0
点
の
パ
ネ

ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ど
な

た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
、
是
非

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
選

作
品
の
パ
ネ
ル
展
示
は
1
0
月
1
6
日
正

午
か
ら
1
0
月
1
8
日
ま
で
同
会
場
で
行

っ
て
い
ま
す
。
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憲
諜
難
艶
環
境
に
感
謝
雛
．
農

業
蓬
楽
膨
姦
驚
撫
る
灘
鍵
き
海
驚

輩
が
．
農
閑
期
繕
は
佳
事
繕
出
て

睡
ま
婁
。
書
瑳
衷
老
混
人
暮
趨
じ

驚
何
驚
遍
簸
合
い
．
衷
と
の
藩
燕

あ
雛
を
糞
切
縫
絃
憲
雛
る
と
の
こ

遮
欝
誰
瀞
年
翁
諜
鱗
趨
婁
雛
ぷ
ん

叢
著
々
彰
雛
の
ぽ
そ
の
成
築
癒
の

驚
し
漢
う
か
。

　
暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
よ
う
や

く
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

農
家
に
と
っ
て
は
一
番
忙
し
く
、
ま

た
、
嬉
し
い
収
穫
の
時
期
で
す
が
皆

さ
ん
頑
張
っ
て
い
ま
す
か
…
…
。

　
私
は
平
成
7
年
度
に
農
村
地
域
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
会
、
催
物
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
特
に
「
東

京
品
川
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
納
涼
ま
つ
り
」

で
は
、
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
色
々
な

農
産
物
と
数
多
く
の
品
物
を
展
示
即

売
し
な
が
ら
、
買
物
客
の
ナ
マ
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
感
動
で
し
た
。
今
年

も
参
加
し
ま
し
た
が
、
大
盛
況
で
し

た
。
農
産
物
が
も
た
ら
す
都
会
の
人

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
は
素
晴
ら
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
つ

な
が
り
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
と
言

う
気
持
ち
を
持
つ
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
農
業
経
営
の
先
進
地
視
察

研
修
で
栃
尾
市
の
藤
田
さ
ん
の
笹
団

子
加
工
所
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
こ

こ
に
し
か
無
い
物
、
新
鮮
さ
を
売
り

物
に
、
そ
の
日
注
文
を
受
け
た
分
し

か
作
ら
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　
も
う
一
人
、
見
附
市
の
富
所
さ
ん

宅
は
、
大
規
模
農
家
で
加
工
と
販
売

を
し
て
お
り
、
大
が
が
り
で
整
っ
た

機
械
設
備
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
「
お

母
さ
ん
達
が
頑
張
れ
る
時
期
は
限
ら

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
時
間
を

無
駄
に
せ
ず
頑
張
り
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
次
々
と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
思
い

つ
き
実
行
し
て
い
る
の
を
目
の
あ
た

り
に
し
、
刺
激
に
な
り
、
ま
た
、
圧

倒
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。
二
人
と
も

明
る
く
仕
事
に
張
り
合
い
を
持
っ
て

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
今
、
米
の
消
費
量
が
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
近
年
、
食
事
の
多
様
化
が

進
み
、
適
正
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
が
増
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
日
本
型
食
生
活
は

「
ご
は
ん
」
を
中
心
に
し
た
魚
、
肉
、

野
菜
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
る
事

が
大
切
で
す
。
「
ご
は
ん
と
健
康
」
は

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

〉
東
京
品
川
チ
ャ
リ
テ
ィ
納
涼
ま
つ
り
で

　
の
南
雲
さ
ん

　
我
が
家
も
少
な
い
農
業
で
は
あ
り

ま
す
が
、
お
い
し
い
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
主
人
と
二

人
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
畑
に
色
々

な
野
菜
を
作
っ
て
い
る
の
も
私
に
と

っ
て
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
自
分
で

種
を
播
き
、
小
さ
な
苗
か
ら
育
て
た

野
菜
が
次
々
と
取
れ
た
時
の
喜
び
は

格
別
で
す
。

　
今
は
ス
ー
パ
ー
へ
行
け
ば
何
で
も

あ
る
時
代
で
す
が
、
自
分
で
作
っ
た

物
を
人
に
食
べ
て
も
ら
っ
た
時
「
こ

ん
な
に
美
味
し
い
も
の
な
の
」
と
喜

ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
鮮
な

野
菜
、
豊
富
な
山
菜
の
お
い
し
さ
を

楽
し
め
る
の
も
自
然
豊
か
な
農
村
と

土
と
共
に
働
く
農
業
の
良
さ
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
、
諸
先
輩

方
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
色
々

な
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
仲
間
入
り

を
さ
せ
て
も
ら
い
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
、
｝
覗
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
篤

　
農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

は
、
農
村
地
域
に
お
い
て
、
4
0
歳
か

ら
5
5
歳
ま
で
の
方
で
、
農
業
に
従
事

し
、
生
活
及
び
地
域
社
会
活
動
等
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
女
性
で
、

市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、
知
事
が

認
定
し
た
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

森
恵
美
子
の

　
ち
い
さ
な
フ
ェ
ル
ト
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
恵
美
子

野
菜
は
と
も
だ
ち

　
　
　
使
い
捨
て
時
代
を
考
え
る
会

始
め
て
の
妊
娠
・
出
産

猫
の
王
　
　
　
　
　
　
　
小
島
理
礼

能
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
心
平

障
害
児
を
た
た
く
な

　
　
　
　
　
障
害
問
題
人
権
弁
護
団

湾
岸
戦
争
症
候
群
　
　
　
松
野
哲
朗

エ
ロ
チ
ッ
ク
な
足

　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
A
・
ロ
ッ
シ

女
子
中
学
生
の
小
さ
な
大
発
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
邦
彦

マ
ー
ズ
・
ミ
ス
テ
リ
ー

　
　
　
　
火
星
超
文
明
の
謎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
並
木
伸
一
郎

中
岡
慎
太
郎
伝
　
　
　
　
　
松
岡
司

松
平
定
敬
の
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
新
人
物
往
来
社

だ
れ
も
が
満
足
で
き
る
相
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
昇
三
郎

裁
判
官
の
仕
事
が
わ
か
る
本

　
　
　
　
　
　
　
受
験
新
報
編
集
部

北
陸
の
中
堅
1
2
0
社

　
　
　
　
　
　
　
日
本
経
済
新
聞
社

本
当
は
タ
カ
な
の
に
ヒ
ヨ
コ

　
　
だ
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
ヘ

　
　
　
　
フ
ァ
ウ
ス
ト
・
マ
ナ
ー
ラ

神
道
用
語
の
基
礎
知
識
　
鎌
田
東
二
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　任期満了に伴う中里村議会議員一般選挙が10月19日に告示され、10月24日に投票が行わ

れます。これからの村政を任せる議員を選ぶ、大切な選挙です。

　大切な一票を無駄にする事なく、必ず投票しましょう。

◆
投
票
で
き
る
時
間

　
投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
投
票
所
に
よ

っ
て
は
閉
鎖
時
間
を
繰
り
上
げ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投　票　所 会　　　’場 投票　時　間

第1投票所 中里村総合センター 午前7時～午後8時

第2投票所 高　道　山　小　学　校 午前7時～午後8時

第3投票所 東田尻集落開発センター 午前7時～午後7時

第4投票所 清　津　峡　小　学　校 午前7時～午後6時

第5投票所 旧清津峡小学校土倉分校 午前7時～午後6時

第6投票所 倉俣集落開発センター 午前7時～午後8時

第7投票所 重地構造改善センター 午前7時～午後7時

第8投票所 田代生活改善センター 午前7時～午後6時

第9投票所 本　屋　敷　集　会　所 午前7時～午後8時

第10投票所 宮中集落開発センター 午前7時～午後8時

第11投票所 東田沢構造改善センター 午前7時～午後7時

第12投票所 市之越農作業休養施設 午前7時～午後7時

第13投票所 新里集落センター 午前7時～午後7時

第14投票所 清田山集会センター 午前7時～午後6時

◆
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

、
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
入

場
券
を
な
く
し
た
場
合
で
も
、
選
挙

権
が
あ
り
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
候
補
者
の
名
前
は

　
　
　
　
　
　
は
っ
き
り
と

　
せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
書
い
た
字

が
わ
か
ら
な
い
た
め
無
効
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
名
前
は
は
っ

き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
身
体
が
不
自
由
な
た
め

自
分
で
投
票
用
紙
に
書
け

な
い
人
は
、
投
票
所
で
係

員
に
申
し
出
れ
ば
代
理
投

票
の
補
助
者
か
ら
代
筆
し

て
も
ら
え
ま
す
◎

　
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

．
《
雁
在
者
投
票
》

◆
投
票
で
き
る
時
間

　
投
票
で
き
る
時
間
は
、
1
0
月
1
9
日

㈹
か
ら
1
0
月
2
3
日
㈹
の
午
前
8
時
3
0

分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
。

◆
役
場
一
階
で
不
在
者

　
　
　
　
投
票
が
で
き
ま
す

　
役
場
敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
を
設
置

し
、
一
階
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う

に
3
階
ま
で
上
が
り
降
り
す
る
わ
ず

ら
わ
し
さ
が
な
く
な
り
ま
す
。

明
る
燈
選
挙
で

　
　
　
　
豊
勢
鞍
暮
麟
嚢

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
政
治
は
、
深

く
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
生
活

を
明
る
く
豊
か
に
す
る
に
は
村
政
を

託
す
に
ふ
さ
わ
し
い
良
い
代
表
を
選

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
候
補
者
の
掲
げ
る
公
約
や
主
張

を
見
極
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
公
正
な
選
挙
を
行
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
政
治

家
が
冠
婚
葬
祭
な
ど
日
常
の
付
き
合

い
と
し
て
い
る
寄
付
で
あ
っ
て
も
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
有
権

者
も
政
治
家
に
寄
付
を
求
め
た
り
受

け
取
る
こ
と
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

選
挙
に
お
い
て
は
運
動
員
の
弁
当
や

接
待
用
の
お
茶
や
お
茶
菓
子
を
除
い

た
一
切
の
飲
食
を
提
供
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
陣
中
見
舞
と

称
し
て
選
挙
事
務
所
に
お
酒
を
届
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
村
で
は
、
十
五
名
の
委
員
で
構
成

す
る
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
を
設

け
、
棄
権
防
止
チ
ラ
シ
の
配
布
や
巡

回
公
報
な
ど
明
る
い
選
挙
の
推
進
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
推
進
協
議
会
委
員
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
（
敬
称
略
）

　
白
倉
増
之
（
小
原
）
、
富
井
一
男
（
市

之
越
）
、
南
雲
久
兵
（
芋
川
）
、
南
雲

昭
治
（
堀
之
内
）
、
林
真
砂
子
（
山
崎
）
、

村
山
正
隆
（
程
島
）
、
大
口
徳
次
（
重

地
）
、
吉
楽
重
光
（
宮
中
）
、
南
雲
進

（
堀
之
内
）
、
樋
口
文
平
（
荒
屋
）
、

小
林
作
平
（
土
倉
）
、
藤
田
博
（
田
中
）
、

吉
楽
巌
（
宮
中
）
、
保
坂
秀
一
（
芋
川
）
、

高
木
成
子
（
田
中
）
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～螢　　　麗き鳩》～

☆期日10月17日（日）午前10時～午後2時
☆会場特別養護老人ホームr七川荘』及びディサービスセンター

ぐ
藷

薯
議

　　薫曇　　㌧難

ノ　》　》咽圏IDぜ購、！魑＼一触
☆表彰式（会場：七川荘10：00～10：50）　　　　　　駕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
　＊むし歯のない子（3歳児・5歳児）　　　　　　　　菰
　　＊献血功労者　　・　　　　　　　賞状　　　、
　　　　＊国保長期健康者　．　4／励　夢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1
　　　　　＊社会福祉功労者　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，簿

☆介護保険・保険福祉相談コーナー

　（会場：七川荘10：00～14：00）

　介護保険、保健福祉に関する様々な相談を

お受けいたします。

　お気軽に足を運んでください。

☆福祉機器・介護用品展示コーナー

　　（会場：七II薩10100～翔4100）

　「これば使いやすし、し．便利だな」と思わ

，れる福祉・介護機器用品の展示・販売を行い

ます◎

　　　　　☆燵康管理コーナ｝（会場：七ll薩10：00網4：00）

年をとると身体の様々な機能が衰え、転倒しやすくなります。「転倒予防の体力測定」で。

あなたの健脚度を測ってみましょう1　（上村病院健康管理室）

　◆健脚度テスH・10mの全力歩行時間　　◆健脚度テスト2　1歩の最大歩幅
　◆健脚度テスト3　踏み台昇降　　　　※村の健康管理事業もパネルや写真で紹介します。

ノ　 町　　　　糊
蓼　☆ディサービスセンター利用体験コーナー
蔑　（会場：ディサービスセンター10：00～14：00）
　

灘　　来年4月から介護保険がはじまります。
ず　rディサ＿ビスセンタってどんなことをし
婁
議　　ているところ」何て思っている方にお勧め里

　　　これまで利用したことのない方や利用を考え
　驚
ノている人からディサービスセンターの一日を体

舞験してもらいます・

駕

☆ボランティア（介護）体験コーナー
（会場：七川荘　10：00～14：00）

　4月に開所した特別養護老人ホーム「七川荘」

の職員ととも七川荘で生活している皆さんの話

　し相手やお手伝いなどを体験してみませんか。

　この体験で何か得られるものがあるかもしれ

ませんよ！ズρび，
　　　　　　　　　　　　　々

穐戦灘難．

譲
嚢
噸
・
《
甑
轍
際
臨
欝
嶋
霧
藏
榔
，
《
織
灘
慧
謬
耀
群
吊
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《中里パスケツトボール大会》
◆日　時　10月31日（日）午前8時集合

◆場　所　中里中学校体育館

◆種　目　男子・女子（1チーム10名以内）

　　　　　15分一7分一15分（V6号ボール）

◆締　切　10月22日樹

◆申込先　中里村教育委員会

《中里卓球大会》
◆日　時　11月14日（日）午前8時30分集合

◆場　所　田沢小学校体育館

◆種　目　一般男女シングルス

　　　　中学生男女シングルス

　　　　混合ダブルス

◆締　切　11月5日團

◆申込先　中里村教育委員会

《村民芸能祭》
　皆さんの文化芸能活動の発表の場としていただくため、今年も村民芸能祭

を開催します。日頃の成果を是非ご披露ください。（カラオケは除きます）

◆日　時　10月31日（日）午前10時～午後2時

◆場所∪モール多目的ホール
◆締　切　10月12日（火》までに公民館まで連絡ください。

※1団体演技は2回以内、個人は1回とします。

　　　　《村民芸術祭》

　　　　　毎年多くの作品が私たちの目を楽しませてくれます．どんな

　　　　物でも結構です。皆さんの出品をお待ちしています。

◆日

場
資
作

◆
◆
◆

◆締

時10月30日（日）～11月1日（月）

　　午前9時～午後5時（31日のみ午後9時まで）

所　総合センター・保健センター

格　村民または村内勤務者

品　書道、写真、絵画、版画、生け花、陶芸、手工芸品、

　短歌など
切　出品希望者は10月20日㈱までに公民館へ連絡下さい。

《村民健康ウォーク》
　楽しいゲームもある健康ウォークです。多くの皆さんの参加

をお待ちしています。

◆日　時　10月24日（日）午前9時集合

◆集合・出発ミオンなかさと

◆コース信濃川周遊コース
◆締　切　10月15日㈹

◆申込先　中里村教育委員会またはミオンなかさと

◎生涯学習嶽どの闘い合わせ、爾込みは生涯学習課（豊63－4蘇8）または公民館（盆63－2493）へ

　「人材育成事業」は、事例調査・技術習得事業、講演会の開催、同名町村友好交流事業を、ま

た、「文化・スポーツ奨励基金活用事業」は文化・スポーツの派遣費補助と文化・スポーツ活動の

支援を行っている補助事業です。

　詳しくは、平成11年7月10日号の「広報なかさと」または、生涯学習課にお問合せください。

　　◆申込期限　11月30日（火）

　　◆問合せ先　教育委員会　生涯学習課　E63－4478

平成11年9月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　所 工　事f費 ・　　講　負　業　者

林道角間土倉線路線測量 土　　倉 2，415，000円 株式会社　十日町測量

特定環境保全公共下水道管渠調査委託
小原・如来寺・

桂・上山・山崎
3，360，000円 緑水工業株式会社

中央地区配水管布設替工事（16・17工区） 白羽毛 7，182，000円 有限会社　富井電気
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（16工区） 白羽毛 7，770，000円 大村建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（17工区） 白羽毛 7，192，500円 有限会社　吉　　楽　　組

村道田中山手線改良工事 田　　中 4，200，000円 株式会社　三高土木

11 広報なかさと 平成／1年10月10日



村山たまきちゃん（1歳）⑲
正洋・美樹さん夫妻の長女（宮中）

　砂遊びの大好きなたまきちゃん。

いつもお母さんと近くの砂場で一

緒に遊んでいます。音楽を聞くの

も大好きで、テレビのコマーシャ

ルを見ながら音楽に合わせて手を

振りながら楽しく踊っています。

　お父さんは、名前の「たまき

（環）」のように、いつも人の輪の

中心にいて、多くの人が回りに集

まり、誰からも頼りにされる、ま

た、人を思いやれる人になってほ

しいと話．顧戯働た』一
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§オ籔な1が捲慧の温泉ま摺轡聯翌

　薄皮の黄身まんじゅうの中には、ほ

んのり甘いこしあんが眠り、表面には

名所「黄桜の丘」にちなんだ桜の花び

らをのせました。

　名前入りの箱に8コ入って600円

です。お茶うけ、ご進物にどうぞ！

禽月の納税蓬振替圏

■村県民税　《胴月難臼塾

■国保税（難月護日）
■国民年金　（憩月25霞）

■保育料麟鵬灘圏）
議止肇水道料　叢憩月麗鋤

搬獲盤

茉粟｛鈴木糞幽重地

欝｛佐藤諾美旱｝上山

桑縮上村小讐合｝如来寺
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、
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藤田タカ（84）上　山
南雲タケノ（88）堀之内
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内
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中
崎
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※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

●交通事故件数　　　　　25件

●死　　　者　　　　　1人

●傷’　　者　　　　29人

●死亡事故　　　75日

平成11年10月10日広報なかさと13
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／10月15日～11月5目＼

カレン1ダー
妊婦歯科健診・母親学級　合保健センターi
013：00～13：30受付

15囲
心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス…
tzンター　013二30～16：00
第4回なかさとトキメキ大学　合中里村民i
f本育館　019二〇〇～21：00

16（±）

健康福祉フェア’99　合特別養護老人ホーム1
r七川荘」・ディサービスセンター

17（日） 09：30～15：00
ドーム中里き☆ら・ら定期投影　合ユーモ…
一ノレ　　（！）11二〇〇～11：40

18（月） 交通事故移動相談　合十日町市役所
（！）10：00～14：00

風しん　合保健センター
19（火） 014：00～14：30受付

遊びの教室　合総合センター
09二30～10二〇〇受付

ッベルクリン検査　合保健センター
20（水） 014二〇〇～14二30受付

補聴器相談（リオン）　合役場
013二45～14二〇〇

21休）

ツベルクリン判定及びBCG　合保健センP
ター　014：00～14：30受付
胃がん・大腸がん検診　合保健センター

22囲 08：00～10：00受付心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ『
スセンター　013二30～16：00
行政相談　合老人福祉センター
（⊃13二30～16：00

…23（土）

ドーム中里き☆ら・ら定期投影　合ユーモ
一辺レ　　（：）11：00～11二40

24（日） 村民健康ウォーク　合ミオンなかさと
09：00～
中里村議会議員一般選挙投票日

、25（月） 補聴器相談（キコエ）合役場015：30～16：00

、26（火）

27（水）

28休）

29囲
心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービス
セ：ン’ター　013二30～16二〇〇

村民芸術祭（／日まで）
・30（±） 合総合センター・保健センター

09二〇〇～17二〇〇（31日のみ21二〇〇まで）

村民芸能祭　合∪モール　010二〇〇～14二〇〇『
，31（日） 中里バスケットボール大会　合中里中学校

1本育館　　08二〇〇～

1（月）

2（火）

3（水） 祝日　文化の日

4休）
乳児健診　合保健センター

5（金） ⊂）13：00～13二30受イ寸

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
セ！ンター　013：30～16二〇〇

畿憲

　　　　　　9月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，280人（十2）

　　　　　　女3，291人（一2）

　　　　　　計6，571人（±O）

●世帯数　　　　1，707　（十3）

　　　　躍ソ謹ン篠験6盧
◆日時11月6日仕）午前9時～午後4時
◆内　容　マウス、キーボードの操作

　　　　ワーヌロの初歩・表計算の初歩
◆締　切　10月29日働

　　　　り一F像a臼盛
◆日時11月13日（土）午前9時～午後4時

◆内　容　日本語変換・文書作成、印刷、保存、編集

　　　　図の挿入
◆締　切　11月5日（金〉

　　　　呂クセル篠験9盧
◆日時11月20日（土）午前9時～午後4日寺

◆内　容　文字、数値、数式の入力

　　　　表作成・ワークシートの編集
◆締　切　11月12日働

※各講座とも受講料6，500円（テキスト代含む）で、

定員20名になり次第締切ます。

【申込み・問合せ先】　魚沼地域職業訓練センター

南魚沼郡六日町大字西泉田48－1E（0257）72－4554

ヨ28日（日）午前10時～午後3時

」一ンピア津南

とも100人
　県内在住の20歳以上の独身者

　十日町・中魚沼郡在住の20歳以上の独身者

ま無料、男性は7，000円
，5日（月）

員会内「縄文の里広域ふれあい

員会」事務局　　盈65－3111
業委員会事務局　B63－3111
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10／17 大島医院禅箭割
＝
▼
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フ 長山医幌麗6扇2蔀
10／24
中条病院響言田課1

　
黄
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